
組織の使命・役割 何のために我が組織が存在するのか、我が組織が果たすべき使命・役割は何か

組織の目標 使命・役割を果たす上で、我が組織が目指すゴール（成果）は何か、その目標値はどのような水準か
（定性的目標） 何をどのような状態にしたいか

（定量的目標） 具体的な指標、目標値を設定する

↓

左記の具体的な内容を記載する

自然公園施設の適切な管理や利用の促進
白山の自然や歴史、文化等の魅力を発信することにより、白山に対する愛着や誇りの意識を醸成するなど、自然公園の保
全と利用促進を図る。

千人 R2 年度 R7 年度 石川県環境総合計画（基準：5,930千人（平成３０年度末））6,600 千人

令和４年度に重点的に取り組むべき課題

自然公園の利用者数 3,321

狩猟者の確保・育成
有害鳥獣捕獲を担う狩猟免許所持者の増加を図るとともに、各種研修の開催により、免許所持者の捕獲技術の向上を図
る。

野生鳥獣の保護と管理 保護と被害対策とのバランスやクマなどの異常出没の実態などを考慮しながら、野生鳥獣の適切な保護・管理を実施する。

年(度) 目標値の設定根拠（他県との比較など）

種 維持 年度

目標値 年(度)

R7年度「いしかわレッドデータブック」掲載の絶滅種

現行値目標とする成果指標

氏名

自然環境課

希少野生動植物の保存
希少野生動植物の生息状況等を継続的に調査研究し、その保護のため種の指定や保護活動に取り組むとともに、トキ・ラ
イチョウの飼育繁殖の取り組みを行う。

15

組織の目標設定シート（行政経営Ａシート）
課長

組織

石川県環境総合計画（基準：15種（令和元年度末））R3

　石川県の豊かな自然環境の保全と多様な野生動植物の保護管理を進め、県民共有の財産として将来に継承していくとともに、人間が多様な自然・生物と共に生きることの重
要性を知ってもらい、自然と人とが共生する社会の実現を目指す。

職

↓

多様な自然環境を体系的に保全再生し、野生動植物の生息環境やすぐれた自然景観を将来的に継承していく。
　　（積極的な種の保存と適切な野生鳥獣の保護管理）

村角　美登


